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アリグモ属の系統分類 

アリグモ属 Myrmarachne はハエトリグモ科に属し，世 
界から227種が知られている （World Spider Catalog 2015). 
旧世界に広く分布し，アフリカ，アジア，オーストラリア 
の熱帯地域で多様に種分化している.本属は，ハエトリグ 
モ科の他の属に比べ，非常に多くの種を抱えているため， 
未だ属の定義に曖昧な部分がある.そのため研究者によっ 
てアリグモ属に含むべきかどうか意見の一致がないグルー 
プがいくつか存在する.以下で現在までに分かっているア 
リグモ属の分類学的な位置を簡単に述べたい. 

アリグモ属は， Belippo 属， Bocus 属， Damoetas 属， 
Ligonipes 属 ， Judalcma 属などの属と共にアリグモ亜科 
Myrmarachninae を形成するとされている (Edwards 2013; 
Edwards & Benjamin 2009) . これらの属間の系統関係は 
Maddison et al (2008) や Bodner & Maddison (2012) によ 
り調べられ，アリグモ属， Belippo 属, Ligonipes 属が1つ 
のクレードとしてまとまり，さらにオーストラリア産のハ 
エトリグモ類から形成される Astioida というクレードに属 
することが明らかになった.しかし， Maddison らが考察 
しているように旧世界の'/凡熱帯地域に広く分布するアリグ 
モ属がオーストラリア産ハエトリグモ類から成る Astioida 
クレードに入り込む点や Astioida クレード内でアリグモ属 
と他のハエトリグモ類の分岐が古い点などから，アリグモ 
属の系統的な位置についてはっきりとした結論は出ていな 


アリグモ属と近縁とされる属のうち5沉⑽属， Damoetas 
属， Emertonius 属は ，研究者によってアリグモ属に含めた 
り含めなかったりと意見の一致が見られていない 
CEdwards 2013; Edwards & Benjamin 2009; Proszynski & 
Deeleman-Reinhold 2010).以下で簡単にアリグモ属と非常 
に近縁だとされるこれらの属の概要を述べたい. 

Bocus 属 (図 1): 本属は， Bocus excelsus をタイプ種と 
して Peckham & Peckham (1 892)により新設された.これ 
までにルソン島やボルネオ島から3種が記載されている. 
本属は非常に長い胸部を持つ点，下顎，第1脚基節，第2 
脚基節のそれぞれの間にあるプレートがよく発達する点に 
よりアリグモ属と区別できる （Wanless 1978 c ). しかし， 
これらの診断形質は，形質状態の程度によるものであるに 
もかかわらず，基準が明確にされていない . Edmunds & 
Proszynski (2003) は， Myrmarachne grossa という Bocus 
属の特徴に非常によく合う種をアリグモ属の1種として記 
載している.また Edwards & Benjamin (2009) は，形態形 
質をもとにアリグモ亜科内の系統関係を推定しているが， 

B . excelsus はアリグモ属内のクレードに入り込んでいる. 
これらのことから⑽属はアリグモ属の新参シノニムで 
ある可能性が非常に高い. 

Damoetas 属：オーストラリア産の Damoetas nitidus 
( Koch , 1879) をタイプ種とする属である . Proszynski 
(2001) によりボルネオ島から，さらに2種が追加された 
が，ボルネオ島産2種は Edwards & Benjamin (2009) によ 
りアリグモ属に移された. Edwards らによる系統解析では， 
本属のタイプ種 A nitidus は明らかにアリグモ属とは異な 
るが，ボルネオ島から記載された2種はアリグモ属クレー 
ド内に位置している. 

£>狀汾洲•奶属（図2~3) i Peckham & Peckham (1892) に 
より設けられた属で，ジャワ島から記載されたタイプ種 
Emertonius exasperans とマダ ガスカルから記載された五. 
rwykscms の2種を含んでいた . Wanless (1978 a ; 1978 b ) が 
本属の2種をアリグモ属に移したことにより Emertonius 
属はアリグモ属のシノニムとなった.しかし ， Proszynski 
& Deeleman-Reinhold (2010) は，五. exasperans の名称を復 


表 1. 東南アジアの主要地域におけるアリグモ属の種数と地域間の種の共通度.ここでは SUNDALAND は半島マレーシアと 
シンガポール.括弧内の数字は各地域の種数.地域間の類似度は，類似度 =(2 X 地域 AB 間の共通種)/{(地域 A の種数） + ( 地 
域 B の種数)}. 
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図 1. sp .， 雄，ボルネオ島.スケール=1目盛が1 

mm . 


活させ，さらにボルネオ島とパラワン島から2種の 
Emertomus spp . を g 己述し（■いる . Wanless は ， Emertonius 
属種の雄が，アリグモ属種の雄に見られるような形態的特 
徴を持つことを根拠に， Emertonius 属をアリグモ属のシノ 
ニムにしているが， Pr 6 szy 6 ski らは， Emertonius 属種に見 
られる腹部の斑紋をアリグモ属から区別する診断形質とし 
ている . Edwards (2013)は⑽属種とアリグモ属 
種の生殖器形態の共通性がより重要だとして，再度アリダ 
モ属のシノニムとした. 

現在，ハエトリグモ科全体を対象に，分子系統樹をもと 
に属の定義が見直されつつある.私もアリグモ属を中心に 



図 2 - 3 . Myrmarachne exasperans , バリ島. 2，雄； 3，雌.スケール=1目盛が1 mm . 



図 4 - 7 . 東南アジア産アリグモ属 . 4 ， M biseratensis , 雄； 5 ， M cornuta , 雄； 6 ， M hanoii , 雄； 7 ， M melcmocephala , 雄. 
スケール = 4 mm . 写真中の黒•灰色•白のスケールは，色調•明るさを写真間で揃えるために挿入. 
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図 8 - 11. アリ擬態クモ類 . 8 ， Myrmarachne assimilis, ハエトリグモ科； 9 ， Agorius sp .， ハエトリグモ科； 10 ， Sphecotypus sp., 
ハチグモ科 (Corinnidae, 和名は谷川 (2015) による）； 11 ， Amyciaeaforticeps, カニグモ科 . 
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分子分析をおこなっており，上で述べた属間の関係を分子 • 
形態の両面から再検討していきたいと考えている. 

東南アジアにおけるアリグモ属の生物地理 

現在の東南アジア熱帯地域の主要な部分は，4億年前の 
古生代には，ゴンドワナ大陸の周辺部を形作っていた 
(Corlett 2009). それらは約3億5000万年から1億4000 
万年前にゴンドワナ大陸から切り離されて北上し，約 
6500万年前の白亜紀末期には，東南アジアの主要部分は 
現在の位置に落ち着いた.この時期，同じゴンドワナ大陸 
起源のインドとオーストラリアの両地塊は，依然北上中で， 
インド地塊がユーラシア大陸に衝突したのは約5500万年 
前だと考えられている (Corlett 2009). 白亜紀後期以降， 
スラウヱシ島やフィリピン諸島は形成途中であったが，現 
在のマレー半島南部，ボルネオ島，スマトラ島，ジャワ島 
には大きな変化はなかった.東南アジアの主要部分が現在 
の位置に落ち着いて以降，過去約300万から500万年間に 
わたり，海水面の上下変動が生物の分布に影響を与えてき 
た. 約2万 1000年前の最終氷期には海水面は現在よりも 
最大で約120 m 低下したと考えられている (Hope et al . 
2004).マレー半島南部からボルネオ島，スマトラ島，ジャ 
ワ島，バリ島は浅いスンダ大陸棚上に位置しており，海水 
面が現在より低かったときにスンダランドという広大な大 
陸を形成していた.そのためスンダ大陸棚上の陸上生物相 
は，一般的に共通している部分が多い （Inger & Voris 
2001). ウォーレス線とライデッカー線に挟まれた地域は 
ワラセアと呼ばれ，動物地理学的なアジア要素とオースト 
ラリア要素の移行帯とされている. 

表1に東南アジアの主要地域から記録されたアリグモ属 
の種数を示した.多くの島で調査不足であるために，正確 
な種数を反映した結果ではないが，スンダランドの主要地 
域であるマレー半島（ここでは半島マレーシアとシンガボー 
ル），ボルネオ島，スマトラ島では共通する種が多いこと 
が分かる.スンダランド地域を代表する種は ， M 
biseratensis , M . cornuta , M . endoi ， M . hanou ， M . malayana 
である（図 4 _ 6). これらの種は，ウォーレス線を超えて 
東側での分布は確認されていない.一方 ， M angusta , M . 
melanocephala はウォーレス線を超えてスラウヱシ島やフ 
口ーレス島への分布が確認されている（図 7). 

アリグモ属の現在の地理的分布は，東南アジア形成の過 
程とどのように関係しているのだろうか.アリグモ属が属 
する Astioida クレードは，3900万年前から3100万年前に 
出現したとされ，その属の多くは分布がオーストラリアに 
限られているが，ネオンハエトリグモ属やアリグモ属は例 
外的にそれぞれ全北区と汎熱帯区に広く分布している 
(Bodner & Maddison 2012) .アリグモ属の起源がどこに求 
められるのかは未だ議論中であるが，アリグモ属系統の出 


現は1900万年前から1500万年前だということが推定され 
ている (Bodner & Maddison 2012).アリグモ属が出現し 
た時期は，東南アジアの主要地域は現在とほぼ変わらない 
位置に落ち着いていた （ Hall 200 2). 過去500万年のスパ 
ンでは，海水準の変動による陸橋の出現と沈降が動物の移 
動に大きな影響を与えたと考えられている.一般的に飛翔 
能力のない動物にとって海は分布拡大を妨げる障壁となり 
うる.しかし，クモ類では，幼体時にバルーニングで分散 
するグループもおり，例えば，アシナガグモ属の幼体は， 
大陸から約 400 km も離れた洋上にまで飛ばされてくるこ 
とが知られている（大熊•岸本1981).ハヱトリグモ科に 
おいても海を越えた分散は知られており，スマトラ島とジャ 
ワ島の間にあるクラカタウ諸島において，土着の生物相を 
壊滅させたとされるクラカタウ島の1883年の大噴火後， 
新たに出現したアナク•クラカタウ島では，28種のハエ 
トリグモ科の移入が確認されており，その中にはアリグモ 
属も1種含まれていた (Zabka & Nentwig 2000, 200 2) .こ 
のようなことからアリグモ属の現在の地理的分布には，バ 
ルーニングによる分散が大きく貢献していると考えられる. 

しかし，東南アジア産アリグモ属の中には，先にあげた 
M . biseratensis , M . cornuta , M . enaoi , M . hanou , M . 
malayana のように分布がスンダランド地域に限られてい 
る種も多い.これらの種と M angusta , M . melanocephala 
のような広域分布種とは，何が分布パターンの違いに影響 
しているのだろうか.スンダランド系4種は，生息域が森 
林や林縁部に限られている.一方，広域分布の2種は人為 
的な環境や草原環境に生息している.このような環境への 
要求が，分布パターンの違いに現れているかもしれない. 
また，アリ擬態もモデルとなるアリ類の地理的分布も重要 
な要因であると考えられる.現段階では，東南アジア全体 
を包括できるようなアリグモ属の分布データは揃っておら 
ず，分布パターンの考察は推測の域を出ないのが現状であ 
る. 

アリ擬態 

アリグモ属の種は，形態や行動がアリ類に非常に似てお 
り，アリ擬態生物としてよく知られている.擬態には様々 
なタイプがあり，被食者が餌に適さないような生物に擬態 
することで捕食者からの攻撃を避けるベイツ型擬態，餌に 
適さない生物同士が互いの警告色を似せることで身を守る 
ミュラー型擬態，捕食者が餌となる生物を騙すために背景 
に溶け込んだり，萌生物に擬態したりする攻挈的擬態（ぺッ 
カム型擬態）などがある.アリグモ属の擬態は，アリ類に 
似ることで，捕食者からの攻撃を避けるベイツ型擬態だと 
考えられている （Cushing 2012; Mclver & Stonedahl 1993). 
特にアリグモ属に見られるような形態的なアリ擬態は 
myrmecomorohy と呼ばれ，クモ類では15回独立に進化し 
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てきたと考えられている （Mclver & Stonedahl 1993; 
Reiskind & Levi 1 967). 東南アジアの熱帯では，様々な科 
のアリ擬態クモ類を観察することができる（図 8-11). 

アリグモ属のアリ擬態は，どの捕食者に対して進化して 
きたものか，はっきりした答えは出ていないが，捕食者と 
して他のハヱトリグモ類を想定した場合，アリ擬態はハエ 
トリグモの捕食行動を効果的に抑制することが実験的に調 
ベられている （Huang et al . 2011).これは一部のハエトリ 
グモには「アリ」のような形を避ける性質が先天的に備わっ 
ているからであるらしい (Nelson & Jackson 200 6) .アリ 
類は，東南アジアの熱帯雨林の生物群集において，量的に 
も機能的にも重要な役割を果たしている.アリ類は，強力 
な捕食者として他の昆虫類の個体数を制限する働きを持つ 
だけでなく，相利共生系の相手として植物の成長や分布に 
影響を及ぼすことが知られており，共生のパートナー，餌， 
擬態のモデルとして他の生物の進化にも影響を与えてきた 
(Holldobler & Wilson 1990).日本でアリ類の攻撃性を感じ 
ることはほとんどないが，東南アジアの熱帯地域に行くと， 
非常に攻擊的なツムギアリ (yOecophylla 刺 

されるとハチ並みに痛いトゲオオハリアリ属 (^Diacamma 
spp .) やハシリハリアリ属 ^Leptogenys spp .) ,体に刺を持 
つトゲアリ属 {Polyrhachis spp .) など多種多様なアリがい 
る（図 12-15). 東南アジアにおけるアリ類の個体数の多 
さと強い攻撃性は，擬態のモデルとして重要な要素である. 

以下では，私のこれまでの分類学的研究を通じて明らか 
になりつつあるアリグモ属とアリ類の擬態関係を紹介した 
いと思う.ひとつは，擬態モデルとして強力なアリ1種が 
様々なアリグモ属に擬態モデルとして利用されている例で， 
もうひとつは，アリの1属内の種 • 形態的多様性が，アリ 
グモ1種の形態的多様性を高めている例である. 

ツムギアリ擬態の種 

ツムギアリは東南 • 南アジアからオーストラリアまで分 
布する非常に攻撃的なアリである（図12, 13). 東南アジ 
アからツムギアリへの擬態に特化したアリグモ属3種 
Myrmarachne vlataleoides , M . assimilis ， M . clavigera が矢口 
られている.これら3種は形態的にツムギアリに似ている 
だけでなく，ツムギアリが占拠する木に高密度で生息して 
いる.ツムギアリは非常に眼が良く，外敵の接近を視覚で 
感知することができ，また捕食者としてハヱトリグモ類を 
捕食することもある (Nelson et al . 2004) . そのため，ハ 
エトリグモ類にとってツムギアリコロニーの存在下で生活 
することは，捕食される危険性と常に隣り合わせである. 
しかしツムギアリ擬態のアリグモ属の1種 M assimilis it , 
モデルでもあり捕食者でもあるツムギアリにうまく擬態し 
捕食を逃れ生存する確率が高いことが分かっている 
(Nelson et al . 2005). 


図16に M plataleoides , M . assimilis , M . clavigera の分 
布をまとめた.これら3種の地理的分布は重なっておらず， 
現段階の記録では M plataleoides はマ レー半島からアジア 
大陸の熱帯地域 ， M assimilis はフィリピンのルソン島と 
ボルネオ島 ， M clavigera はバリ島とスラウヱシ島に分布 
している（図 16). 3種間の系統関係は明らかになってい 
ないが，形態的な特徴から M assimilis と M . clavigera は 
雄の触肢や雌の生殖器の基本形態が比較的類似しており， 
一方これら2種と M plataleoides との間には大きな違いが 
あることが分かる.例えば ， M assimilis と M . clavigem の 
雄の触肢の栓子先端は細い針状に伸びているが ， M 
plataleoides の ものはへら状で先端が少しねじれている 
(図17,19, 21 ).M assimilis と M . clavigera の雌の生殖器 
は，受精嚢へ続く挿入管がねじれるのに対し ， M 
plataleoides のものはねじれが見られないなどが挙げられ 
る(図18,20,22). 

トゲアリ属擬態のアリグモ 

アリグモ属の1種 Myrmarachne maxillosa は東南アジア 
に広く分布し，全体的な見た目がトゲアリ属のアリ類に非 
常によく似ている.トゲアリ属は，東南アジアの熱帯地域 
で普通に見られるアリ類で，屈強な胸部に刺を持つグルー 
プである.ボルネオ島のダナム•バレー保護区では，最も 
出現頻度が高い属であり（橋本2013)，またトゲアリ類が 
持つ刺は，捕食者に対しての防衛機能があると考えられて 
いるため （Ito et al . 2009)，擬態のモデルとなる性質を備 
えていると言えるアリ類である.実際に， M . maxillosa と 
同所的に生息するアリ類を体サイズ • 体形 • 色彩で比較し 
たところ ， M maxilbsa は V ゲ了 リ类貝と見た目が類似して 
いることが分かっている（橋本 2013). 

M . maxillosa は， 毛の生え方や体色に変異があり，体全 
体が金色や白色の毛に覆われる多毛タイプ，腹部が黒赤色 
を呈するタイプ，胸部から腹部前方が赤褐色を呈するタイ 
プに大別することができ，これら色彩変異型間で雄の触肢 
や雌の生殖器に形態的な違いは見られない (Yamasaki & 
Ahmad 2013). また，私は野外で異なる色彩タイプの雄と 
雌が同居しているところを観察したことがあり，ここで大 
別した3つの色彩タイプは同種であると強く示唆される. 
これは，一般にアリグモ属の種は，雄の成体が，同種雌の 
亜成体の住居を覆うようにさらに大きな住居を作り，雌の 
最終脱皮を待ち交配するという行動からの推測である. 

M maxillosa における色彩多型は，擬態モデルとされる 
トゲアリ属のアリ類の体色と非常によく対応しているよう 
に見える.トゲアリ属では複数種が同じような色彩を共有 
していることが多く ， M maxillosa の各色彩変異型は，特 
定のアリ種をモデルにしているわけではなく，同じ色彩を 
共有するトゲアリ類を擬態モデルにしていると考えられる. 
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図 16. ツムギアリ擬態のアリグモ属 3 種の分布.丸は M plataleoides , 四角は M assimilis , 三角は M clavigera を表す.写真 
中の黒 • 灰色 • 白の スケールは， 色調 • 明るさを写真間で揃えるために挿入. 


M . maxillosa の色彩タイプと擬態モデルのトゲアリ類を色 
彩で大別したものの分布を図23にまとめた.多毛タイプ 
の M maxillosa は台湾から東南アジア全域に分布する.こ 
れまでの標本記録からは黒赤色タイプや赤褐色タイプは， 
シンガポール以南から出現することがわかっている.トゲ 
アリ属における色彩の多様性はタイ以南から増加していく 
が，タイから半島マレーシアにかけて黒赤色タイプと赤褐 
色タイプの記録は得られていない.ジャワ島では多毛タイ 
プの M maxillosa の 記録しかないが（中村2009私信)，十 
分な調査が行われていないので，今後黒赤色タイプや赤褐 
色タイプが採集される可能性が高い.現段階でトゲアリ属 
の各色彩の出現と M の色彩変異の出現は完全に 

一致しているわけではないが，これまでの結果はトゲアリ 
属の多様性が M maxiUosa の 色彩多型の引き金となってい 
る示唆を含んでいる. 

ツムギアリ擬態やトゲアリ擬態はアリグモ属だけでなく， 
カニグモ科やハチグモ科 ( Corinnidae , 和名は谷川(2015) 
による）のクモ類，また昆虫類でも見られる.特定のアリ 
種やアリグループが系統的に離れた多くのグループに影響 
を与えてきたことは非常に興味深い現象だと言える.アリ 


擬態クモ類の形態や種の多様性創出 • 維持は，アリ擬態の 
モデルで あるアリ類の存在が強い駆動力となっていること 
が考えられる.現在，私は，ツムギアリ擬態やトゲアリ擬 
態がアリグモ属内の系統でどのように進化してきたのか明 
らかにすることを目標に研究をおこなっている.今後の研 
究の進展に期待していただきたい. 
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図 17-22. ツムギアリ擬態のアリグモ属 3 種間の形態比較. 17 ， 触肢， M . plataleoides , 雄； 18 ， 生殖器， M p/ato/eo/ ゴ级雌； 
19, 触肢， M assimilis , W . 20, 生殖器， M む，雌； 21 ， 触肢， M c/av/gera ， 雄； 22 ， 生殖器， M c/av/gera ， 雌.ス ケー 

ノレニ 0.5 mm (17, 19, 21); 0.1 mm (18, 20, 22). 



図 23. Myrmarachne maxillosa の色彩変異とモデルアリの分布.写真中の黒 • 灰色 • 白のスケールは，色調 • 明るさをクモと 
アリ間で揃えるために挿入.（山崎2012を改変） 
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